
公益財団法人鹿島美術財団

（単位：円）

備  考
当年度と前年度

予算の差異

平成24年度(2012年度)　収支予算書(損益ベース)
　　　　　　　　　　平成24年(2012年)4月 1日から平成25年(2013年)3月31日まで

科        目 予算額
前年度

当初予算額

 １．経常増減の部
Ⅰ　一般正味財産増減の部

   (1) 経常収益

69,450,000
      ①基本財産運用益 71,077,500 73,302,000

3,852,000 利付国債の利率低下
         基本財産受取配当金
         基本財産有価証券利息 3,620,000

67,457,500

         美術振興事業基金受取利息 31,000 178,000 基金a/c預金の利率低下
      ②特定資産運用益

1,100

181,00038,100

3,000

2,000

0
         受取寄付金預金受取利息 1,000 1,000
         退職給付引当資産受取利息

　　　　 法人運営資金積立資産受取利息 2,000 0
         事業運営資金積立資産受取利息

      ③雑収益 30,400

8,000,000
         運用財産受取利息 30,400

77,000
77,000 運用預金の預金利率低下

定例外美術普及振興費に使用
      ④受取寄付金積立資産振替額
      ⑤美術振興事業基金振替額 5,000,000

8,000,000

      ⑥事業運営資金積立資産振替額 5,000,000

81,560,000
　  　⑦法人運営資金積立資産振替額 0

事業費a/c役員報酬&退職費用等に使用

0
        経常収益計
    (2) 経常費用

89,146,000

      ①事業費 72,383,000

5,000,000
         調査研究助成費 30,000,000

69,910,000
30,000,000

4,000,000
         出版援助費
         国際交流援助費 4,000,000

5,000,000

         美術普及振興費 12,000,000

1,800,000
      　 事業運営費 21,383,000

7,300,000 増加分は定例外美術普及振興費に

23,610,000

1,450,000
            選考審査料
            会議費 1,500,000

1,800,000

            印刷製本費 4,200,000

2,200,000 事務局長６月退職による減
            役員報酬 6,860,000

4,200,000
4,900,000 専務理事常勤に伴い1/2負担による増

3,600,000 出向社員給料負担の大幅減
            給料手当
            出向社員給料手当 500,000

540,000

            法定福利費 1,071,000

220,000 新事務局長の事業費a/c退職引当増
            役員退職引当金繰入額 912,000

1,000,000
700,000 専務理事退職引当を計上

0 事務局長退職：事業費a/c分退職金
            退職給付費用
            職員退職金 60,000

300,000

            旅費交通費 540,000

100,000
            通信費 230,000

470,000
300,000 通信費の一部を美術普及振興費で

2,070,000 ﾘｰｽｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等の再ﾘｰｽによる減
            図書資料費
            賃借料 2,000,000

120,000

            消耗品費 350,000

200,000
            業務委託費 200,000

200,000 諸必要消耗品の取り揃えによる増

200,000

12,970,000
            雑費
      ②管理費 14,953,000

200,000

         人件費 7,803,000

3,300,000 出向社員給料負担の大幅減
            役員報酬 4,890,000

6,760,000
2,100,000 専務理事常勤に伴い1/2負担による増

300,000 専務理事常勤に伴い退職引当を計上
            給料手当
            役員退職引当金繰入額 648,000

1,110,000

            退職給付費用 300,000

730,000
            職員退職金 90,000

330,000 新事務局長の管理費a/c退職引当減

0 事務局長退職：管理費a/c分退職金

1,600,000
            法定福利費
         会議費 1,400,000

765,000

1,600,000 公益移行後､会議形態変更による減            会議費 1,400,000
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公益財団法人鹿島美術財団

（単位：円）

平成24年度(2012年度)　収支予算書(損益ベース)
　　　　　　　　　　平成24年(2012年)4月 1日から平成25年(2013年)3月31日まで

科        目 予算額

前年度予算額

210,000 諸必要消耗品の取り揃えによる増

         事務所費 5,750,000

備  考
当年度と前年度

予算の差異（参　　考）

4,610,000

100,000
            消耗品費
            印刷製本費 100,000

350,000

            旅費交通費 770,000

100,000
            通信費 200,000

550,000 役職員の通勤費増

200,000

1,380,000 ﾘｰｽｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等の再ﾘｰｽによる減
            図書資料費
            賃借料 1,300,000

100,000

            業務委託費 1,000,000

920,000 従来の予備費相当分を雑費a/cで増

            福利厚生費 130,000
1,000,000

150,000

82,880,000
            雑費
       経常費用計 87,336,000

1,800,000

        評価損益等調整前当期経常増減額 1,810,000

0
         基本財産評価損益等 0

△ 1,320,000
0

0
            基本財産評価損益等
              基本財産評価損益等 0

0

         評価損益等計 0
         当期経常増減額 1,810,000

0
△ 1,320,000

  ２．経常外増減の部
   (1) 経常外収益 0
   (2) 経常外費用 0

1,550,000
         当期経常外増減額 0

230,000
       他会計振替額
         当期一般正味財産増減額 3,410,000

1,600,000

         一般正味財産期首残高 346,853,833
         一般正味財産期末残高 350,263,833

352,192,440
352,422,440

8,000,000
Ⅱ　指定正味財産増減の部
      ①受取寄付金　※1 8,000,000
         指定受取寄付金 8,000,000

69,450,000
      ②基本財産運用益 69,957,500

8,000,000
73,302,000

3,852,000
         基本財産受取配当金
          基本財産有価証券利息 500,000

69,457,500

      ③特定資産運用益 37,000

1,000
         美術振興事業基金受取利息 31,000

179,000
178,000

0
         受取寄付金預金受取利息
         事業運営資金積立資産受取利息 3,000

1,000

　　　　 法人運営資金積立資産受取利息 2,000

81,481,000
      ④基本財産評価損益 0

0
0

30,000,000
        一般正味財産への振替額　※2
        指定正味財産への積立額 2,000,000

85,994,500

        当期指定正味財産増減額 △ 8,000,000 0
        指定正味財産期首残高 3,086,791,250 2,825,266,250 予算には鹿島株式の評価損益が

含まれていない。        指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高 3,429,055,083

3,078,791,250 2,825,266,250
3,177,688,690

注記　※1 当年度の受取寄付金は、来年度使用(来年度に一般正味財産へ振替予定)
      ※2 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は､②基本財産運用益 ③特定資産運用益
　　　    並びに前年度の受取寄付金と美術振興事業基金及び事業運営資金積立金の取り崩しである。
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